
 

さぬき市 市民の意識と生活に関するアンケート調査 

 

【 ご協力のお願い 】 

本市では、全ての子どもや若者が健やかに成長でき、将来にわたって幸せに生活で

きる「こどもまんなか社会」をつくっていくための法律である「こども基本法」に基

づき「さぬき市こども計画」の策定に取り組んでいます。 

この調査は、計画の策定にあたって、16 歳～29 歳の方に、ふだんの生活の状況や

ご要望、ご意見などをお伺いし、今後、取り組むべき施策を検討する上での基礎的な

資料とさせていただくことを目的として実施するものです。 

お忙しいところ誠に恐縮ですが、調査の趣旨をご理解いただき、ご協力をお願いい

たします。 

2024（令和６）年●月 

さぬき市 

ご記入にあたってのお願い 

１ 封筒の宛名のご本人が回答してください。 

２ 回答は、各設問文にある（○は１つ）（あてはまるもの全てに○）などに注意して記入して

ください。また、該当する番号に○印をつけた方だけに答えていただく設問もあります。 

３ 回答は無記名で統計的に処理します。また、本調査の目的以外に利用することもありません。 

 

本調査はインターネットでの回答も可能です 

■ スマートフォンで回答する場合 

 右の二次元コードを読み取り、回答画面を開いてください。 
 
■ パソコンで回答する場合 

 以下のＵＲＬより回答画面を開いてください。 
 https://●●●●●●●●●●●●●●●● 
 

※ インターネットでご回答いただいた方は、紙の調査票を返送していただく必要はありません。 

 

調査のお問い合わせ先 

さぬき市 健康福祉部 子育て支援課 
〒769-2395 香川県さぬき市石田東甲 935 番地１ 

電  話（０８７９）２６－９９０５ 

メール  kosodate@city.sanuki.lg.jp 

 

 

 

この調査票は、●月●日（●曜日）までに、同封の返信用封筒

に入れて、返送してください。（切手は不要です。） 
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あなたご自身のことについてお伺いします。 
 

 

問１ あなたがお住まいの地区はどこですか。（○は１つ） 

１ 津田地区 ２ 大川地区 ３ 志度地区 

４ 寒川地区 ５ 長尾地区 

 

問２ あなたの性別をお答えください。（○は１つ） 

１ 男性 ２ 女性 ３ 回答しない 

 

問３ あなたの年齢をお答えください。（○は１つ） 

１ 18 歳以下 ２ 19～24 歳 ３ 25～29 歳 

 

問４ あなたは、生まれたときからずっとさぬき市に住んでいますか。（○は１つ） 

１ 生まれたときからずっと住んでいる 

２ 他の市町村から引っ越して来た 

３ 一度出ていたが戻ってきた（Ｕターン） 

 

問５ あなたの同居家族の構成をお答えください。（○は１つ） 

１ 一人暮らし（単身世帯）→ 問７へ 

２ あなたと配偶者（パートナー）の二人暮らし 

３ 二世代世帯（親と子） 

４ 三世代以上同居（親と子と孫等） 

５ その他（             ） 

 

【 問５で「２～５」と回答した方におたずねします。 】 

問６ 現在、あなたと同居している方をお答えください。（あてはまるもの全てに○） 

１ 母親 ２ 父親 ３ きょうだい ４ 配偶者※ 

５ 祖父母 ６ あなたの子ども ７ 親戚 ８ 恋人 

９ 友人 10 その他（            ） 

※ 「配偶者」には「事実婚」の状態にあるパートナーも含みます。「事実婚」は、お互いが現に婚姻しているという

意思があること、同居していること、生計が同一であることの３つを満たす場合とします。それ以外は「８ 恋人」

を選んでください。 

 

問７ あなたの職業をお答えください。（○は１つ） 

１ 高校生 ２ 大学生※１ ３ パート・アルバイト※２ 

４ 派遣社員・契約社員 ５ 正規の社員・職員※３ ６ 自営業※４・自由業※５ 

７ 家事専業 ８ 無職 ９ その他（        ） 

※１ 予備校生、専門学校生、短大生を含む。※２ 学生を除く。※３ 代表者、役員等を含む。 

※４ 商工業、サービス業等 ※５ 開業医、弁護士等 

  



2 

現在のあなたの思いや意識についてお伺いします。 

 

問８ あなたが最後に卒業した学校はどこですか。（中退を含む。）（○は１つ） 

１ 中学校 ２ 高等学校 ３ 専修学校・専門学校 

４ 高等専門学校・短期大学 ５ 大学・大学院 ６ その他（        ） 

 

 

 

問９ あなた自身の現在の思いや意識についてお伺いします。次にあげる項目ごとに、それぞれどの

程度あてはまりますか。（○は１つずつ） 

あなた自身の現在の思いや意識について 

あ
て
は
ま
る 

ど
ち
ら
か
と
い
え
ば 

あ
て
は
ま
る 

ど
ち
ら
か
と
い
え
ば 

あ
て
は
ま
ら
な
い 

あ
て
は
ま
ら
な
い 

(1) 自分には「自分らしさ」と言えるものがあると思う １ ２ ３ ４ 

(2) 今の自分を変えたいと思う １ ２ ３ ４ 

(3) 将来よりも今の生活を楽しみたい １ ２ ３ ４ 

(4) 努力すれば希望する職業に就くことができる １ ２ ３ ４ 

(5) 今の自分が好きだ １ ２ ３ ４ 

(6) 自分の考えをはっきり相手に伝えることができる １ ２ ３ ４ 

(7) 自分は役に立っている人間だと思う １ ２ ３ ４ 

(8) 今の自分自身に満足している １ ２ ３ ４ 

(9) 今の自分は幸せだと思う １ ２ ３ ４ 

(10) 今後、社会の役に立つことをしたいと思う １ ２ ３ ４ 

(11) 自分の将来について明るい希望を抱いている １ ２ ３ ４ 

(12) 将来の夢ややってみたいことがある １ ２ ３ ４ 

(13) 自分は周囲の人から期待されている人物だと感じる １ ２ ３ ４ 

 

問 10 あなたは、現在のご自身の暮らしの状況について、どう感じていますか。（○は１つ） 

１ とてもゆとりがある ２ どちらかといえばゆとりがある 

３ ふつう ４ どちらかといえば苦しい 

５ とても苦しい 
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問 11 あなたは、将来に不安を感じていることがありますか。（あてはまるもの全てに○） 

１ 収入や生活費など経済的なこと ２ 勉強や進学のこと 

３ 就職のこと ４ 仕事・業務のこと 

５ 家族の生活や健康のこと ６ 自分の健康のこと 

７ 恋愛や結婚のこと ８ 自分の生きがいのこと 

９ 孤独、孤立していること 10 友人などの人間関係のこと 

11 社会情勢・経済情勢のこと 12 住まいのこと 

13 その他（            ） 14 特にない 

 

問 12 あなたは、この１か月間に、不安や悩み、ストレスなどがありましたか。（○は１つ） 

１ 大いにある ２ 多少ある 

３ あまりない ４ まったくない 

 

問 13 あなたは、不安や悩み、ストレスがあるとき誰に相談しますか。（あてはまるもの全てに○） 

１ 家族 ２ 親戚 ３ 友人 

４ 職場の人 ５ 学校の先生 ６ カウンセラー・医師 

７ 行政 ８ 専門相談機関※ ９ その他（          ） 

10 相談しない 

※ 電話、インターネットなども含む。 

 

 

 

【 問 13 で「10」と回答した方におたずねします。 】 

問 14 相談しない理由は何ですか。（あてはまるもの全てに○） 

１ 相談できる人がいないから 

２ 相談するほどでもないと思うから 

３ 誰に相談すればよいかわからないから 

４ 相談しても解決しないと思うから 

５ 相談相手がどんな人かわからないから 

６ 相談内容をうまく伝えられないから 

７ 自分一人で解決すべきと思うから 

８ 誰にも知られたくないことだから 

９ 裏切られることや失望するのがいやだから 

10 いやなことや無理なことを言われそうだから 

11 自分の欠点や失敗を悪く言われそうだから 

12 何を聞かれるか不安だから 

13 変な人だと思われるかもしれないから 

14 お金や時間がかかるかもしれないから 

15 その他（                        ） 

 

問 13 で「10」と回答した方は問 14 へ、それ以外の方は問 15 へお進みください。 
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現在の生活についてお伺いします。 
 

 

問 15 現在の、あなたと家族・親族との関わりについてお伺いします。次にあげる項目ごとに、それ

ぞれどの程度あてはまりますか。（○は１つずつ） 

家族・親族との関わり 

あ
て
は
ま
る 

ど
ち
ら
か
と
い
え
ば 

あ
て
は
ま
る 

ど
ち
ら
か
と
い
え
ば 

あ
て
は
ま
ら
な
い 

あ
て
は
ま
ら
な
い 

(1) 会話やＬＩＮＥ、ＳＮＳ、メールをよくしている １ ２ ３ ４ 

(2) 何でも悩みを相談できる １ ２ ３ ４ 

(3) 楽しく話せるときがある １ ２ ３ ４ 

(4) 困ったときには助けてくれる １ ２ ３ ４ 

(5) 本音を話せる １ ２ ３ ４ 

(6) いつもつながりを感じられる １ ２ ３ ４ 

 

問 16 現在の、あなたと友人や職場の人、学校、地域の人など、家族・親族以外の人との関わりにつ

いてお伺いします。次にあげる項目ごとに、それぞれどの程度あてはまりますか。 

（○は１つずつ） 

友人や職場の人、学校、地域の人などとの関わり 

あ
て
は
ま
る 

ど
ち
ら
か
と
い
え
ば 

あ
て
は
ま
る 

ど
ち
ら
か
と
い
え
ば 

あ
て
は
ま
ら
な
い 

あ
て
は
ま
ら
な
い 

(1) 会話やＬＩＮＥ、ＳＮＳ、メールをし合う人がいる １ ２ ３ ４ 

(2) 何でも悩みを相談できる人がいる １ ２ ３ ４ 

(3) 楽しく話せるときがある人がいる １ ２ ３ ４ 

(4) 困ったときには助けてくれる人がいる １ ２ ３ ４ 

(5) 本音を話せる人がいる １ ２ ３ ４ 

(6) いつもつながりを感じられる人がいる １ ２ ３ ４ 

 

問 17 あなたは「自分はほかの人たちから孤立している」と感じることがありますか。（○は１つ） 

１ 常に感じている ２ ときどき感じている 

３ ほとんど感じることはない ４ 全く感じない 
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問 18 あなたは、仕事や学校、家事などのほかに、自由な時間をどのように過ごすことが多いですか。

（あてはまるもの全てに○） 

１ 何もしないでのんびりする ２ 家で家族と過ごす 

３ 友人や恋人と過ごす ４ インターネットやメール、ＳＮＳをする 

５ テレビやＤＶＤ、動画等を見る ６ 音楽を聴く 

７ ゲームをする ８ 読書する 

９ 週刊誌や漫画、雑誌を読む 10 映画やスポーツ観戦に行く 

11 旅行やキャンプ、ドライブに行く 12 スポーツやトレーニングをする 

13 楽器を演奏する 14 英会話や料理教室など習いごとをする 

15 受験や資格取得のために勉強する 16 買い物に行く 

17 ゲームセンターやカラオケに行く 18 家事や家の手伝いをする 

19 クラブ活動やサークル活動に行く 20 アルバイトをする 

21 ボランティア活動をする 22 その他（            ） 

23 特にない 

 

問 19 あなたはふだん、どの程度外出しますか。あなたの行動に最も近いものを選んでください。 

（○は１つ） 

１ 仕事や学校で平日は毎日外出する 

２ 仕事や学校で週に３日以上は外出する 

３ 遊び等で週に３日以上は外出する 

４ 人付き合いのため、ときどき（週に３日未満）外出する 

５ ふだんは家にいて、自分の趣味等に関する用事のときだけ外出する 

６ ふだんは家にいて、近所のコンビニ程度に出かける 

７ 自室からは出るが、ほとんど家からは出ない 

８ 自室からほとんど出ない 

 

 

 

【 問 19 で「５～８」と回答した方におたずねします。 】 

問 20 あなたの外出状況が現在の状態となって、どのくらいたちますか。（○は１つ） 

１ ３か月未満 ２ ３か月～６か月未満 

３ ６か月～１年未満 ４ １年～２年未満 

５ ２年～３年未満 ６ ３年～５年未満 

７ ５年～７年未満 ８ ７年～10 年未満 

９ 10 年以上 10 わからない 

 

  

問 19 で「５～８」と回答した方は問 20 へ、それ以外の方は問 22 へお進みください。 
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【 問 19 で「５～８」と回答した方におたずねします。 】 

問 21 あなたの外出状況が現在の状態となった理由は何ですか。（あてはまるもの全てに○） 

１ 学校になじめなかったため ２ 小学校時代の不登校 

３ 中学校時代の不登校 ４ 高校時代の不登校 

５ 大学※時代の不登校 ６ 希望する進学先に進めなかったため 

７ 希望する就職先に進めなかったため ８ 人間関係がうまくいかなかったため 

９ 仕事が自分に合わなかったため 10 病気の治療や療養のため 

11 妊娠したため 12 退職したため 

13 新型コロナウイルス感染症の影響 14 その他（            ） 

15 特にない 

※ 専門学校、短大等を含む。 

 

問 22 あなたは、今までの生活において、困難な状況に直面したとき、どのような方法でその状況を

乗り越えましたか。（あてはまるもの全てに○） 

１ 今まで困難な状況になることはなかった 

２ 家族や親族に相談した 

３ 友人に相談した 

４ 学校の先生に相談した 

５ スクールカウンセラーなど学校にいる専門家に相談した 

６ 地域の人に相談した 

７ 電話相談を利用した 

８ ＳＮＳやメール等による相談を利用した 

９ 病院（心療内科や精神科など）を受診した 

10 同じような立場や経験をした人と話をした 

11 転校した 

12 就職、転職した 

13 時間がたって状況が変化した 

14 他社には頼らず自分の努力で乗り越えた 

15 趣味の活動に参加した 

16 その他（            ） 

17 現在も困難を乗り越えることができていない 
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問 23 あなたにとっての「居心地の良い場所（ほっとできる場所）」についてお伺いします。次にあ

げる場所ごとに、それぞれどの程度あてはまりますか。（○は１つずつ） 

「居心地の良い場所（ほっとできる場所）」 

あ
て
は
ま
る 

ど
ち
ら
か
と
い
え
ば 

あ
て
は
ま
る 

ど
ち
ら
か
と
い
え
ば 

あ
て
は
ま
ら
な
い 

あ
て
は
ま
ら
な
い 

(1) 自分の部屋 １ ２ ３ ４ 

(2) 家庭（実家や親族の家を含む。） １ ２ ３ ４ 

(3) 学校（卒業した学校を含む。） １ ２ ３ ４ 

(4) 職場（過去の職場を含む。） １ ２ ３ ４ 

(5) 図書館や公民館などの公共施設 １ ２ ３ ４ 

(6) カフェやファミリーレストランなどのお店 １ ２ ３ ４ 

(7) 友人や仲間が集まる場所 １ ２ ３ ４ 

(8) インターネット空間（ＳＮＳやオンラインゲームなど） １ ２ ３ ４ 

 

問 24 どのような場所であれば、あなたにとって「居心地の良い場所」になると思いますか。 

（あてはまるもの全てに○） 

１ いつでも行きたいときに行ける場所 

２ 長い時間いられる場所 

３ ありのままでいることや本音を出せる場所 

４ 秘密を言える場所 

５ 悩みを相談できる場所 

６ 話の合う人や趣味が合う人に会える場所 

７ 上下関係が気にならない場所 

８ 干渉しすぎず手助けしてくれる大人がいる場所 

９ 静かな場所 

10 にぎやかな場所 

11 好きなことをして自由に過ごせる場所 

12 新しいことを学ぶことやチャレンジできる場所 

13 一人で過ごせる場所 

14 様々な人と出会える場所 

15 動物と会える場所 

16 その他（                        ） 

17 特にない 
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結婚や子どものことなどについてお伺いします。 

 

問 25 あなたにとって、さぬき市は暮らしやすいまちだと思いますか。（○は１つ） 

１ とても暮らしやすい ２ どちらかといえば暮らしやすい 

３ どちらともいえない ４ どちらかといえば暮らしにくい 

５ 暮らしにくい 

 

問 26 あなたは、これからもさぬき市に住み続けたいと思いますか。（○は１つ） 

１ 住み続けたい ２ どちらかといえば住み続けたい 

３ どちらともいえない ４ どちらかといえば住み続けたくない 

５ 住み続けたくない 

 

 

 

問 27 あなたは結婚（事実婚を含む）をしていますか。（○は１つ） 

１ 結婚している 

２ 結婚していたが、離別・死別した 

３ 結婚していない → 問 31 へ 

 

【 問 27 で「１～２」と回答した方におたずねします。 】 

問 28 あなたにはお子さんはいらっしゃいますか。（あてはまるもの全てに○） 

１ 子どもはいない → 問 30 へ 

２ ご自身又はパートナーが現在妊娠している 

３ １歳未満の子どもがいる 

４ １～６歳の子どもがいる 

５ 小学生の子どもがいる 

６ 中学生以上の子どもがいる 

 

【 問 28 で「２～６」と回答した方におたずねします。 】 

問 29 現在、お子さんは何人いらっしゃいますか。（妊娠している場合、おなかの赤ちゃんを含みま

す。）（○は１つ） 

１ １人 ２ ２人 ３ ３人 ４ ４人 ５ ５人以上 

 

問 30 あなたが将来、希望するお子さんの人数は何人ですか。（○は１つ） 

１ １人 ２ ２人 ３ ３人 ４ ４人 ５ ５人以上 

 

 

 

  

次は問 33 へお進みください。 
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【 問 27 で「３」と回答した方におたずねします。 】 

問 31 あなたは、現在、結婚する予定がありますか。（○は１つ） 

１ 既に結婚する予定がある → 問 33 へ 

２ 現在、予定はないが、将来は結婚したい 

３ どちらかといえば結婚はしたくない 

４ 結婚するつもりはない 

５ どちらともいえない・わからない 

 

【 問 31 で「２～５」と回答した方におたずねします。 】 

問 32 あなたは、どのような状況になれば結婚すると思いますか。（あてはまるもの全てに○） 

１ 適当な年齢になること 

２ 仕事や学業の負担が今よりも軽くなること 

３ 経済的に余裕ができること 

４ 相手と知り合う機会があること 

５ 相手とうまく付き合えるようになること 

６ 希望の条件を満たす相手に巡り会えること 

７ 相手が結婚に同意すること 

８ 親や周囲の人が結婚に同意すること 

９ 安定した職業に就けること 

10 精神的に余裕ができること 

11 結婚生活のための住まいが確保できること 

12 その他（                        ） 

13 特にない 
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子どもや若者を取り巻く環境についてお伺いします。 
 

 

問 33 あなたは、ふだんの生活の中で、どのようなことに関心がありますか。 

（あてはまるもの全てに○） 

１ 生活費や学費のこと 

２ 自分のお小遣いのこと 

３ 家族との人間関係 

４ 友人との人間関係 

５ 恋愛や恋人との関係 

６ サブカルチャー（漫画、アニメ、ゲームなど） 

７ 音楽や映像（コンサート、映画、テレビ、インターネット動画など） 

８ ファッション 

９ 文化・芸術（絵画、演劇、落語など） 

10 自分の将来のこと 

11 仕事やアルバイトのこと 

12 勉学のこと 

13 部活動やサークル活動のこと 

14 スポーツ・運動のこと 

15 政治・経済、環境や社会問題など 

16 市の行政や地域のまちづくりのこと 

17 その他（                        ） 

18 特にない 

 

問 34 あなたは、さぬき市の行政やまちづくりについて、どのようなことに関心がありますか。 

（あてはまるもの全てに○） 

１ 少子化や人口の減少 ２ 子育ての環境や子育て支援 

３ 学校や大学などでの教育 ４ 高齢者や介護 

５ 障害のある人への支援 ６ 文化、芸術、スポーツ 

７ 健康づくりや生きがいづくり ８ 社会教育や生涯学習 

９ 就職に向けた支援や職場環境の整備 10 防災活動 

11 防犯活動や交通事故防止 12 ごみ処理や温暖化など環境問題 

13 観光やまちのＰＲ 14 道路や交通機関の整備 

15 商工業の活性化 16 農業の活性化 

17 地域活動や地域のコミュニティの活性化 18 住環境の整備 

19 まちのデジタル化 20 行政や財政 

21 その他（            ） 22 特にない 

 

  



11 

 

問 35 あなたはふだん、関心のある情報を、どのような方法で入手していますか。 

（あてはまるもの全てに○） 

１ 家族や友人、知人、学校や職場の人との会話 

２ テレビやラジオ、新聞や雑誌 

３ 市の広報紙 

４ スマートフォンなどのニュースサイトやアプリ 

５ 国や自治体、マスコミなどのＷｅｂサイト 

６ その他のＷｅｂサイト 

７ ＹｏｕＴｕｂｅ 

８ ＴｉｋＴｏｋ 

９ Ｘ（旧Ｔｗｉｔｔｅｒ） 

10 Ｉｎｓｔａｇｒａｍ、スレッズ 

11 ＦａｃｅＢｏｏｋ 

12 公式ＬＩＮＥやメルマガなど 

13 その他のＳＮＳ 

14 その他（                        ） 

15 特にない 

 

問 36 あなたは、さぬき市がまちづくりを行うときに、子どもや若者の意見を取り入れていると思い

ますか。（○は１つ） 

１ そう思う ２ どちらかといえばそう思う 

３ どちらかといえばそう思わない ４ そう思わない 

５ わからない 

 

問 37 あなたは、さぬき市がまちづくりを行うときに、自分の意見や思いを伝えたいと思ったことは

ありますか。（○は１つ） 

１ ある → 問 39 へ ２ どちらかといえばある → 問 39 へ 

３ どちらかといえばない ４ ない 
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【 問 37 で「３～４」と回答した方におたずねします。 】 

問 38 意見や思いを伝えたいと思わない理由は何ですか。（あてはまるもの全てに○） 

１ 市に意見を伝えても反映されないから 

２ 市が意見を募集していることを知らないから 

３ どのような方法で伝えればよいかわからないから 

４ 市が何をしているのかよく知らないから 

５ 市に意見を伝えることがめんどうだから 

６ 自分の意見に自信がない、又は恥ずかしいから 

７ 伝えた意見がどのように扱われるのかわからないから 

８ 意見を伝えるほどの余裕がないから 

９ 意見を伝えるといやな目に遭うかもしれないから 

10 その他（                        ） 

 

問 39 あなたが市に意見を伝えやすくなるためには、どのような工夫やルールが必要だと思いますか。

（あてはまるもの全てに○） 

１ 自分の顔や名前を明かさずに参加できる 

２ 意見の伝え方や伝える内容について事前に学ぶ機会がある 

３ 伝えた意見がどのように扱われるかわかる 

４ 意見を伝える場に友人や知人と一緒に参加することができる 

５ 自分の意見を聴く人がどんな人か事前にわかる 

６ 伝えたい内容を引き出す役割の人がいる 

７ 意見を伝えるときに身近な信頼できる人がいる 

８ ほかの人の意見も知ることができる 

９ 伝える意見のテーマに詳しい人がいる 

10 伝えた意見が制度や政策に反映されるところまで関わることができる 

11 伝える意見をほかの人と一緒に考えることができる 

12 伝えた内容が公開されない 

13 自分の意見を身近なほかの人に代弁してもらえる 

14 場を盛り上げる役割の人がいる 

15 意見を伝えるときに友人や知人、家族などに見られることがない 

16 仕事や学校を休むことができる 

17 参加したお礼（謝礼など）をもらえる 

18 その他（                        ） 

19 特にない 
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問 40 さぬき市では、皆さんからお聞きした意見を、市としてどのように検討し取組に反映したかに

ついて、皆さんに伝えること（フィードバック）を考えています。あなたは、どのような方法で

その内容を知りたいですか。（あてはまるもの全てに○） 

１ 市の広報紙で伝えてほしい 

２ 市のホームページで伝えてほしい 

３ 意見を届けた人を集めて、対面で伝えてほしい 

４ 意見を届けた人に、オンラインで伝えてほしい 

５ 意見を届けた一人一人に対して、冊子や資料を郵送して伝えてほしい 

６ 意見を伝えた一人一人に対して、メールやＳＮＳで伝えてほしい 

７ その他（                        ） 

８ 伝えてもらう必要はない 

 

問 41 あなたは、令和５年４月１日から施行された、新しい法律「こども基本法※」を知っています

か。（○は１つ） 

１ 内容まで知っている 

２ 見聞きしたことはあるが内容までは知らない 

３ 知らなかった 

※ 全ての子どもが幸せな生活を送ることができる社会を目指し、国や都道府県、市区町村など社会全体で子どもに

関する取組を進めるためにつくられた法律です。国、都道府県、市区町村は、この「こども基本法」の内容に

沿って、子どもや若者に関する取組を進めていきます。（令和四年法律第七十七号） 

 

問 42 子どもや若者にとって、将来に希望が持てるさぬき市となるために、さぬき市が今後、特に力

を入れて取り組むべきことは何だと思いますか。（あてはまるもの全てに○） 

１ 気軽に悩みを相談できる場所や機会の充実 

２ 生活の安定に向けて、仕事に就くための相談や支援体制の充実 

３ 若者が自主的に活動できる場所や機会の充実 

４ 年齢や経済的な心配をすることなく、学習や学び直しができる環境、機会の充実 

５ ニート、ひきこもり、不登校の子ども、若者に対する支援の充実 

６ 障害のある子ども、若者に対する支援の充実 

７ 児童虐待の防止に向けた取組の強化 

８ 不健全図書類やインターネット上の有害環境から青少年を守る取組の充実 

９ 地域における見守りなど非行防止対策の充実 

８ その他（                        ） 

９ 特にない 
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問 43 さぬき市の子ども・若者政策を推進するための取組について、ご意見やご要望などがありまし

たら、自由にお書きください。 

 

 

 

 

 

 

 

～ ご協力ありがとうございました ～ 
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さぬき市 市民の意識と生活に関するアンケート調査／設問設定一覧表 

 

設問分野 設問 No. 
国のモデル

調査票※ 
聴取項目 備考（設定意図等） 

回答者の 

属性 

問 1 － 居住地区 

問９以降の意識や現状の背景にある、回答者

の特性であり、クロス集計の基本軸となる設

問 

問２ Ｆ１ 性別 

問３ Ｆ２ 年齢 

問４ － 居住歴 

問５ － 同居家族の構成 

問６ Ｆ４ 同居家族の内訳 

問７ Ｆ８ 職業 

問８ Ｆ７ 最終卒業学校 

思いや 

意識に 

ついて 

問９ 問１参考 現在の思いや意識について（13 項目） 
自分自身に対して抱いている意識の側面か

ら、主観的な幸福度の実態を把握 

問 10 － 暮らしの状況について 暮らしの状況と不安の相関性をはじめ、不安

の分野を把握する。 問 11 － 将来に対する不安 

問 12 － 不安や悩み、ストレスなどの有無 

主な相談先と相談していない理由を把握し、

今後の相談施策の在り方を検討する。 
問 13 問 24 参考 不安や悩み、ストレスなどの相談先 

問 14 問 25 参考 相談しない理由 

※ 内閣府政策統括官（政策調整担当）付青少年支援担当「こども・若者の意識と生活に関する調査」（令和４年 11 月）以下同様 
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設問分野 設問 No. 
国のモデル

調査票 
聴取項目 備考（設定意図等） 

現在の 

生活に 

ついて 

問 15 問５ 家族・親族との関わりについて（６項目） 

ふだんの人間関係の親密度を確認するととも

に、孤立感との相関性等を分析する。 

問 16 問６～９ 友人や職場の人、学校、地域の人などとの関わり（６項目） 

問 17 

問４－１

（ウ）及び 

問４－２ 

孤立感 

問 18 問 14 参考 自由な時間の過ごし方 

ひきこもりの実態を確認する。 

問 19 問 15 外出の頻度 

問 20 問 16 参考 現在の外出状況になってからの経過期間 

問 21 
問 18－1 

参考 
現在の外出状況になった理由 

問 22 問 23 参考 困難な場面の乗り越え状況  

問 23 問３参考 居心地の良い場所（ほっとできる場所）（８項目） 子ども・若者の居場所づくりや環境づくりを

検討する際の参考とする。 問 24 － 居心地の良い場所になるところ 

問 25 － さぬき市の暮らしやすさ 暮らしやすさと永住意向との相関性等を分析

する。 問 26 － さぬき市への永住意向 

結婚や 

子どもの

ことなど

について 

問 27 Ｆ３ 未既婚 

少子化対策を検討するための基礎的な資料と

して分析する。 

問 28 － 子どもの有無 

問 29 － 子どもの人数 

問 30 － 希望する子どもの人数 

問 31 － 今後の結婚の予定 

問 32 － 結婚の条件について 
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設問分野 設問 No. 
国のモデル

調査票 
聴取項目 備考（設定意図等） 

子どもや

若者を 

取り巻く

環境に 

ついて 

問 33 － ふだんの生活において関心があること 回答者の意見の背景となる関心のある分野を

確認する。 問 34 － さぬき市の行政やまちづくりについて関心があること 

問 35 － 関心がある情報の入手方法 

子ども・若者が意見を言いやすい環境づくり

を検討する際の基礎資料とする。 

問 36 － 市の施策における子どもや若者の意見の反映状況 

問 37 － 市の施策に対する自分の意見を伝えたいと思ったこと 

問 38 － 意見や思いを伝えたいと思わない理由 

問 39 － 意見を伝えやすくするために必要だと思う工夫やルール 

問 40 － 市民への意見のフィードバック方法について 

問 41 － 「こども基本法」の認知状況  

問 42 － さぬき市が力を入れるべき施策 重点施策を検討するための設問 

問 43 － 意見・要望（フリーアンサー）  

 

 

 

 


